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1960] TYO TO GA (62 ) 
日 本 か ら 未 記録 の コウ モリ が ガ 
井上 寛 リ 
An unrecorded Hepialid-moth from Japan 
By HriRosnr INoug 
日 本 か ら は , コウ モリ ガ 科 は 今 ま で 6 一 7 種 し か 知ら れ て いな い 2 . と ころ が 富山 県 の 山中 沙 氏 か ら 寄 贈 を 


受け た 採集 品 の な か に , 日 本 か ら 未 知 の 1 種 お か あっ た の で 以下 に こ 記 多 


求 し て 同氏 の 御 好 意 に むく いた いと 思う 





Figs, 1 & 2. Korscheltellus macilentus (EVERSMANN), 


$,collected at Midagahara, Toyama Pref,, 
Honshu. 


Figs.3. 8 genitalia. 


Korscheltellus macilentus (EVERSMANN) オオ ギン スジ コウ モリ ( 新 称 ) 

Hepialus macilentus EVERSMANN, 1851, Bull. Soc. 

SEITZ, Macrolep., 2:436, pl 
(3): 1021, t. 31, f. 6 (9) 


Moscou, 1851(2): 626; PFrITZNER, 1912, im 
. 54, f. f(8,9); DANIEL, 1940, Mitt. Munchn. Ent. Ges., 30 


Hepialus ganna f. chishimana MATSUMURA, 1931,6000 Ill. Ins. Jap.: 1023, no. 1887. 


前 贅 は 黒 味 を 帯び た 褐色 , ある い は 赤褐色 , 級 及 び 帯 は 銀 白色 , 内 横線 に 当る 紋 は 基部 近く の が 最も 大 きく , 
前 縁 部 に は 小さ い 点 と な っ て あら われ , 第 1 室 に は 外 方 に 向っ て 斜 に 位置 する 2 個 の 紋 が ある . 中 宏 の 基部 近く 
か ら 第 2 放 未 端 に 至る 帯 は 外縁 に や や 平行 な 淀 と 結合 し , 更に 贅 頂 か ら 出 る 帯 と 第 7 豚 近 く で 接近 し て いる , 亜 














1) 神奈 川 県 藤沢 市 稚 沼 4157 


2) Phassus satsumanis YAZAKI サツマ コウ モリ が ア ヵ . excyescezs BUTLER の 異名 


で な く , 山本 (1959, 
原色 日 本 昆虫 大 図鑑 1 : 231) の いう よう に 独立 の 種 な ら 7 種 と な る が , この 2 つの 諾 el 
る よう に 思わ れる . 
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外縁 部 に は 各 室 に 銀 弘 の 列 が あり , 互 に 接近 又は 結合 する . 後 贅 は 黒い が , 外線 部 と 前 部 は 黄 褐 色 又 は 前 頑 の 
赤 褐 人 色 な も の で は 赤 つ ! まい ・ 胸部 背面 の 毛 は 前 競 の 色 と ほ ぼ ば 同じ . 前 欧 長 : 約 19mm. 

発見 地 : 富 県 弥 蛇 ケ 原 , 28. VIII. 1960。 28 (山中 沙 ), 筆者 所 蔵 

分 布 : 本州 ( 未 記録 ) ・ 千 島 ・ 東 シベ リア ・ モ ンコ リア ・ 

K. ganna (HOBNER, 1814) 及び 近 継 種 は 旧 北 州 の 北部 か ら 北 米 に 及び , 北極 圏 の 周辺 に 分 布 し て いる いく 
人 ME し て いる が , これ ら の うち に は 同じ 種 の 地理 的 変異 を 別種 と さき され て いる も の が 含ま れ て いる よ 

に 推定 され る . . macilentus も 同様 で , 従来 独立 種 と な っ て いる が , Torr (1959, “Key Ident. Polish 

i ns.” 27 (4) : 45) の 示し た ヨーロッパ の ganng の 3 交尾 器 と 私 の 検 し た macilenftus の それ と は ほぼ 一 致す る 
の で , 恐らく 同一 種 と すべ きも の と 考え られ る が か が, 私 は まだ gz2 を 実際 に 見 て いな い の で , と こと で は 一 応 
acilentus を 亜 種 と する こと は 保留 し て 置く . 松村 (1931, 前 出 ) は 千島 で と れ た 本 種 を gz の 一 型 と し 
チン シマ シロ スジ ュ ウ モリ と いう 和 名 を 与え た .・ 

Gorgopis niphonica BUTLER (1879, Ann. Mag. Nat. Hist., (5) 4: 357) は “Yokohama” が type- 
locality と な っ て 居り , の ち に LEECH (1889, Proc. Zool. Soc. Lond., 1888 : 645) に よっ て “Ohoyama" 
[神奈 川 県 大 山 ] 及び “Tsuruga"” [福井 県 敦賀 ] が 加え られ た . 松村 (1905, 日 本 昆虫 総 目録 , 1 : 189) に 
て シロ ホシ ュ ウ モリ と いう 和 名 の 与え られ た 本 種 は , 日 本 で まだ 正体 が 明らか に され て いな い . うう 原 記載 に 
macilentus の 大 き な 特 徴 で ある V 型 の 紋 の こと は 書い て な い の で 一 致し な い が , macilentus の 色彩 斑紋 が | 
体 に よっ て 著しく 変異 する こと は , た また ま 発 見 され た 日 本 の 2 個体 で さえ , 地 色 や 斑紋 が 相当 大 きく 変化 し て 
いる と と や , DANIEL (1940, 前 出 ) の 示し た Transbaikal の Chita で と れ た 標本 の 銀 白 常 が 私 の 2 個体 よ 

り 幅 広く , 玩 頂 下 の 斜 帯 と 完全 に 結合 し , 外線 部 の 紋 列 が いっ そう 発達 し て いる 等 の 相 異 が ある . 従っ て 選 . 
Z% の oc の の 原 記載 が 一 致し な いこ と で , acilentus と の 結び つき を 一 概 に 人 耕 定 で き な い と 考え られ る . また 
G. の oce の 大 き さ は (英国 式 の 開 張 ) 1 inch 4 lines と な っ て いる . これ は 約 34mm な の で , 日 本 の = 
ウ モ リガ の な か で この 大 き さ に ほぼ 合致 する の は K. fusconebulosus (De GEER, 1778) と K. macilentus し 
か な い . も う ひ と つの 間 題 は 属 Gorgopis HUBNER, 1822 は アフ リカ に 栄え て いる 属 で , は た し て 日 本 に まで 
達し て いる か どう か , きわ め て 攻 わ し い の で ある (JANSE, 1942, Moths of South Africa, 4 (1) : 3, 42). 
と の よう な いく つか の 理由 か ら , 私 は G. mphonmica が KK. macilentus と 同じ か も 知れ な いと いう 鍵 問 を 持つ 
の で ある が 。 この と と に つい て は 何れ British Museum で 確か め て も ら っ た 上 で 報告 し た いと 思う 

つい で に 述べ る が , 属 万 ezz/zs FABRICIUS, 1775 を 細分 する と , 日 本 に 関係 の ある kecta (LINNE, 1758) 
キン スジ ュ ウ モリ は Hepialopsis BORNER, 1925 に 入り , macilentus と fusconebulosus は Korscheltellus 
BoRNER, 1925 に 入る こと に な る . また 従来 Azsszs WALKER, 1856 に 入れ られ て いた 東亜 の 種 の 大 部 分 は 
Endoclyta C. et R. FELDER, 1867 (= 万 ypopZgsszs Le CERF, 1919) に 移さ ね ば な ら な い の で , 日 本 で 
Phassus と され て いた 全部 が その 属 に 入る . 






























































Resume 
About seven species of the Hepialidae were known to occur in Japan (Cf. INOoUE, 1954, 
Check List Lep. Jap., 1: 5-6), but Korscheltellus macilentus (EVERSMANN, 1851)。 which is a 
potential subspecies of . ganna (HOBNER, 1814), has recently been secured at the following 
locality in Japan : 
Midagahara, Toyama Pref., 28. VIII. 1960, 28 (H. YAMANAKA), in my collection. 








3) PFrITZNER, 1912, in Ssrrz, Macrolep., 2 : 437 は 原 記載 を 引用 し た だ け で 図 を 示し て いな い . 
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